
令和７年度第２回美浜町総合教育会議議事録 

 

日 時：令和８年２月２５日（水） 

午前１０時３０分～正午 

場 所：美浜町役場 議会会議室 

 

＜出席者＞ 

戸嶋町長 

加藤教育長、柴田教育長職務代理者、髙木教育委員、兵庫教育委員、渡邉教育委員 

＜関係機関＞ 

教育総務課 関口課長、竹内補佐、渡辺室長、川畑室長 

生涯学習推進課 渡辺課長、大野参事、山本補佐、渡辺所長 

＜事務局＞ 

総務課 浜野課長、上光参事、川畑リーダー 

 

 

１．開 会 

進行：浜野総務課長 

 

 

２．町長あいさつ 

・まちづくりは人づくりと思っているが、ここ数年、子どもたちの成長ぶりや活力ある姿を感じる場

面が多くみられる。 

・１月のふるさと美浜元気フォーラムでは、子どもたちが人前で物怖じせず、堂々と発表する姿を見

て、美浜の未来を担う子供たちの成長ぶりに感動をしている。 

・県の学力調査ではこれまで美浜町の学力が少し低いという結果が出ていたが、昨年の結果では、小

学校、中学校いずれも県平均を上回る結果を出したと聞いている。 

・子供たちが何事にも興味を持って積極的に勉学なりスポーツに取り組む姿がこの結果に繋がってい

ると理解している。 

・先般、第 6次美浜町総合振興計画の改定をしたが、この総合振興計画の一つのまちづくりの方向性

として教育大綱の改定をしたいと考えている。 

 

 

３．説明事項等 

（１）美浜町教育大綱・教育振興基本計画の改定について 

 ＜関口教育総務課長より説明＞ 

  ・前回の改定以降の５年間（令和３年から令和７年）の教育関係の主な出来事 

  ・教育大綱を振り返っての現状と課題 

  ・教育大綱、教育振興基本計画の改定の概要 



 

 ～教育委員より意見・質疑～ 

 ＜柴田委員＞ 

  ・今回の資料はこれまで教育委員会を通じて、教育委員のみなさん、教育委員会事務局のみなさん

と何度も意見を交わして作成した資料となっている。 

  ・これから先５年間の教育の基本計画となるので、これからいろいろな変化があると思うが、計画

を振り返りながらどれだけ実施できるかが今後の課題になると思う。 

 

 ＜兵庫委員＞ 

  ・前回の改定から５年間が経過したところから、内容をどれだけ加えて、変えて、進めていくかと

いう視点で検討してきたが、まわりから見ると足りない部分があるかもしれない。 

  ・教育大綱の基本目標１に４つの重点施策が書かれているがスポーツという言葉が入っていないの

で、いれたほうが分かりやすい。 

  ・挑戦するという言葉を大切に考えているので、分かりやすい形で取り入れてほしい。 

 ＜戸嶋町長＞ 

  ・兵庫委員から貴重な意見をいただいた。 

  ・ローイングの町美浜として半世紀以上力を入れてきて、国民スポーツ大会の天皇杯で１０連覇と

いう歴史を残してきた。 

  ・スポーツを介したまちづくりは美浜町の一つの柱だと感じている。 

  ・学びと挑戦はシナプスプロジェクトを展開する中での旗印としている。 

 

 ＜高木委員＞ 

  ・教育振興基本計画改定のポイントについて、受け身的な感じで書かれているものが新しくなって、

時代の速い流れがある中でも時代の流れに沿ってこの 5年間はみずから学ぶ機会の提供と言うこ

とを表に出した変更が多いと思っている。 

  ・これまで５年間ではなかった北前船の活用やシナプスプロジェクトは、今後５年間で非常に楽し

みな事業になると思っている。 

 

 ＜渡邉委員＞ 

  ・不登校対策で、行きたくなる学校づくりと書いてあるが、どのような内容で進めていくのか期待

している。 

 ＜関口教育総務課長＞ 

  ・資料５の（３）に安心して学べる場の充実ということで、一人ひとりの個性を尊重し、子どもが

行きたくなる学校づくりと、個に応じた安心できる居場所作りを進めますとの記載があり、これ

前でから取り組んでいるが、これからも取り組む部分である。 

  ・子どもにとっては学校そのものが安心して過ごせる居場所であることが重要。 

・個性、個人を尊重して、行きたくなる学校作り、また要請に応じた居場所づくりも含めて一体的

にとらえ、学校内外で安心できる環境づくりを今後、学校、教育委員と一緒になって、さらに施

策を進めていきたい。 



 ＜戸嶋町長＞ 

  ・町でもふるさと美浜元気プロジェクトという学校での探求学習や、放課後教室サン、学びコミュ

ニティＫａｉの活動を放課後に行っているが、それらを連動させて子どもたちが目標をもって学

校に行きたくなるような仕組みを考えている。 

  ・昨年、学校教育と放課後教育を融合させて、子どもたちが楽しんで挑戦できるような育成に取り

組んでいることを全国大会で紹介した。 

 

 ＜柴田委員＞ 

  ・子どもたちが探究活動をするときには、自分で課題を見つけて、それを解決するために疑問や解

決策を考えて調べているが、そこで終わりではなく、継続して同じ課題について、次の学年に引き

継いでいくような活動ができれば素晴らしいと思う。 

 

 ＜戸嶋町長＞ 

  ・非常にいい計画を作ってもらったが、この計画を保護者のみなさんや町民のみなさんにわかりや

すく知っていただけるような取り組みをしてもらいたい。 

  ・立派な計画で、親しみやすい部分がたくさんあるので、これをいかに町民のみなさんで共有でき

るかが大きな焦点だと思う。 

  ・社会情勢がどんどん変わっていく中で、運用をしながらある時点で見直しをして新たな発想を加

えていくことも必要だと思う。 

 

 ＜柴田委員＞ 

  ・これからパブリックコメントなどをしていくと思うが、それだけでは広がらないのが現状だと思

う。 

  ・４月になるとすぐにＰＴＡ総会が開催されるので、そのときに今年はこういう取り組みをしてい

く、こういう施策を考えているということを学校の説明の前に保護者に向けて説明していただき

たい。 

  ・学校も町の施策を受けて学校の取り組みがあるので、説明があると広がっていくのではないか。 

 

（２）その他 

 ＜関口教育総務課長＞ 

  ・今週末から３月９日にかけてパブリックコメントを実施する。 

  ・パブリックコメントを受けて、３月中旬に教育大綱を改定させていただく。 

  ・３月下旬には議会に報告する。 

  ・教育振興基本計画は、３月２７日の教育委員会で決定させていただく。 

 

 

４．閉 会 

＜加藤教育長＞ 

・計画は作って終わりではなく、これを着実に進めていくことが大事である。 



・社会や教育をめぐる環境は日々移り変わっているが、これに対してしなやかに対応していくことが

非常に大事だと思っており、絶えず進化し続ける計画であると考えている。 

・教育については、人が豊かで幸せになるために何ができるかということかと思う。 

・町民の方々と一緒になって、この地域の教育がより羽ばたいていくように進めていければと思って

いる。 


